
「徳島版読解力」の育成をめざして

多様で複雑な現代の社会を生きていく児童生徒には、様々な形式で伝えられる情報を読
み取る力や、自分の考えを形成するために必要な情報を取捨選択し、選び取った情報を解
釈したり活用したりする力が必要であると考えられる。このようなこれからの社会を生き
るために必要となる力を徳島版読解力と定義し、すべての教科等においてその育成を図る。

１ 正確に読む力
多様なメディアが発信する文章などから、読み違い、読み飛ばし、思い込み等をせずに
情報を読み取る力

２ 必要な情報を取り出す力

読み取った情報から、目的や意図に応じて、必要な情報を選び出す力

３ 比較・関連付けて理解する力

取り出した情報を比較したり、相互の関係性を見出したりしながら、共感的、批判的な
視点で情報の価値を捉える力

４ 見直す力
取り出した情報が、問題を解決するために適切かどうかを点検する力

５ 発信する力
取り出した情報を基に、目的や意図に応じて自分の考えを明確にし、
表現方法を選んで発信したり交流したりする力

「徳島版読解力」を構成する「５つの力」

徳島県教育委員会

Ａ 情報を正確に捉える

Ｂ 読み取り、考えたこ
とを書き表す

導入（個別学習）

Ｃ 他者から、考えや表現
の仕方を学ぶ

Ｄ 交流を生かして考えを
表現する

展開（協働学習）

Ｅ 学んだことを振り
返る

振り返り（個別学習）

身に付けた学び方を、新たな問題解決に活用する

「徳島版読解力」を育成する学習のイメージ

「徳島版読解力」の育成に必要な学習活動

〔授業〕

★全ての教科等での取組
★学習方法・ツールの工夫
★授業、授業外での繰り返し

各学習段階、学習場面〔Ａ～Ｅ〕に
おいて「５つの力」を育成！

すべての教科等にわたる「徳島版読解力」を生かした学力向上のポイント

〔授業外〕


